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 第 1 章では本論文の背景および目的，構成を，第 2 章では分子動力学シミュレーションの基礎理
論を説明している．第 3 章から第 5 章に結果を示している． 
 第 3 章では，非平衡分子動力学シミュレーションの結果を解析し，核生成速度と臨界核サイズを
求めている．解析には，これまで気相からの液滴核生成等のシミュレーションの解析に用いられて
きたmean first-passage time (MFPT) 法及び液相からの気泡核生成等のシミュレーションの解析に用













 第 5 章では，水／メタン／メタンハイドレート共存系において温度・体積一定（NVT）シミュレ
ーションを行い，三相平衡条件を求めている．ハイドレートの崩壊あるいは成長に伴う系内の圧力









 最後に第 6 章で研究全体に関する結論を述べている． 
 以上要するに，本論文の著者は，分子動力学シミュレーションを用いてメタンハイドレートの核
生成，結晶成長，相平衡について解析を行った．その成果は，クラスレート水和物の基礎的な理解
を進めるだけでなく，工学分野において重要な相平衡，相変化現象の理解に寄与するところが少な
くない．よって，本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員で試問を行い，当該
学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
